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This paper reports on the recent discovery of an entry on the temple Shin-Zenkōji (in 
Ōsumi’s Soo-gun Takarabe-gō) in the Edo-period compilation of Satsuma history and lore 
entitled Sangoku meisho zue. According to the entry, Shin-Zenkōji, located in Takarabe-gō 
Moto-mura (the present-day Kitamata Sakamoto-chiku, Takarabe-chō, Soo-shi, 
Kagoshima), was established as a Shingon temple by a resident of Etchū’s Tateyama 
named Niho Sakyō at the behest of Minamoto Yoritomo. For the new temple’s main icon, 
Niho Sakyō had a bronze copy cast of the gilded-bronze Buddha worshipped at Shinano’s 
Zenkōji. Some generations after Niho Sakyō’s time, however, both Shin-Zenkōji’s land and 
that of the Niho family became public property, and the temple was abandoned. Because of 
this, the entry claims, the temple’s sculpture of the Buddha Amida was transferred to the 
Shingon temple Busshō-in in Takarabe-gō Sakuragi-mura.  
As early as the 1980s, Kubo Naofumi briefly wrote about the Zenkōji cult in Etchū in the 
Toyama kenshi (Tsūshi-hen II Chūsei). There was additional research by Kubo and 
Ushiyama Yoshiyuki in the 1990s, and by Suzuki Keiji in the 2000s, but a dearth of 
relevant historical materials has constrained more extensive studies of this theme. The 
Shin-Zenkōji mention is, therefore, extremely important for understanding the medieval 
Zenkōji cult in Etchū as well as the relationship between the Tateyama and Zenkōji cults. 
This paper introduces the newly discovered entry. 
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 本稿で取り上げる『三国名勝図絵』は、薩摩藩第 10 代藩主島津斉興が、五代秀堯（五代友
厚の父、御記録奉行などを歴任）や橋口兼柄（御記録奉行や町奉行などを歴任）、橋口兼古ら
に、薩摩国、大隅国、及び日向国の一部を含む薩摩藩領内の地誌編纂を命じ、天保 14 年（1843）
にまとめられた全 60 巻の文書である。それをもとに明治 38 年（1905）に和綴じ本全 20 巻と
して出版された。
 その後、昭和 41 年（1966）にも南日本出版文化協会から全 3 巻（B5 版）として出版された。
さらに昭和 57 年（1982）には、明治 38 年（1905）の和装版を底本とした復刻版が、洋装本全
4 巻（B5 版）として出版された。この版には原口虎雄（原口泉の父）による「索引編」が別巻
として添えられている。










る。『三国名勝図会』 : 全 60 巻・12（巻之 34-36）、著者：五代秀尭・橋口兼柄共編、出版者







































 仏性院第 14 世・憲海法印の記録書によると、この阿弥陀如来立像は、得仏公（惟宗忠久、
後に島津忠久）が右近衛大将の源頼朝（建久元年〔1190〕→右近衛大将、建久 3 年〔1192〕→
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7 月 15 日に祭礼も行われていた。
 『角川日本地名大辞典 46 鹿児島』３には、近世の北俣村に関する内容として、村内の坂元



































在、新穂の姓が各都道府県のなかで約 100 名を越えるのは鹿児島県（約 300 名）と宮崎県（約
200 名）だけで、特に宮崎県の場合は都城市（約 200 名）に一局集中している。また鹿児島県
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 北条朝時（1193～1245）は、鎌倉幕府第 2 代執権・北条義時の次男である。祖父・北条時政
の屋敷であった名越邸を継承したことにより、名越朝時とも呼ばれる。兄は鎌倉幕府第 3 代執
権・北条泰時である。
 この朝時は越中国との関わりが深い。承久 3 年（1221）の承久の乱では北陸道の大将軍とし
て、佐々木信実や結城朝広らと協力して転戦した。越後国の親不知（現新潟県糸魚川市）や越
中国の砺波山（富山県小矢部市）に布陣した朝廷軍を撃破した。戦後は上皇方に荷担した藤原
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 このなかで柏木（鶴の小間）は、昭和 42 年（1967）に高隈ダムとそれにともなう人造湖の
大隅湖が完成したために水没したが、そこにはかつて、平家の一族立山氏創建した立山権現が
存在したという。
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